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研究課題 
カンキツ等の果樹類における次世代シークエンシング技術を用いたゲノム・トランスクリプトーム解析 
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研究内容： 
 次世代シークエンスとは，大量の DNA や RNA の配列を一度に読む技術である．近年，読める配列の量は劇的に増加

し，反面コストが低下したため，多くの研究で用いられるようになってきている．次世代シークエンスの応用は広く，ゲノム

シークエンスを利用した変異解析，SNP 等のマーカー開発，SNP 等を利用したジェノタイピング，RNA シークエンスを利

用したトランスクリプトーム解析（新規遺伝子の同定や発現解析），miRNA 解析等に用いることができる． 

 本研究では，既に落葉果樹類の休眠現象や自家不和合性現象，カキの変異体におけるトランスクリプトーム解析等の

研究を行っており，近年ではカンキツの裂果に関する遺伝的要因を調査するため，果皮と果肉のトランスクリプトーム解

析を行っている．さらに，ウンシュウミカンや中晩柑のゲノム解析についても研究を始めており，今後ゲノム情報のデータ

ベースを構築していく予定である． 
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・カンキツ等果樹類を用いたプロジェクト研究 

 
 


